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B.ピ ウ スツ キ の オ ロ ッ コ語 文 法 記 述 にっいて

     津  曲 敏  郎*

は じ め に

 B.ピ ウス ッキの未刊資料 の中にはッングース語 に 関す る も の と して オ ロ ッコ語

(ウ イルタ語)の 文法 ・テキス ト・語彙 と,オ ル チャ語のテキス ト・語彙 とがあ り,

いずれ も最近ICRAPプ ロジェク トの一環 と してA. F.マ ィ エヴィチ による タイプ

原稿化 とポーラン ド語 の英訳が行 なわれ,利 用 しやす い形 となった。 ここではその中

か ら特 にオ ロ ッコ語 の文法記述を とりあげ,内 容の紹介 と検討 を試みたい。

 ピ ウス ッキのオ ロッコ語資料 は1904年 の サハ リンでの実地調査 に基づいてお り,オ

ロッコ語研究史上早い時期 に属す る点で貴重 である。特 に文法記述 と して は,1912-

13年 の調査 による中 目覚 の もの[中 目 1917;NAKANoME l928]に 先 行 して お り,

不完全 なが らも最初のオ ロッコ語文法 ということがで きる。ポー ラン ド語 による記述

の ほか,ほ ぼ同 じ内容 の ロシア語版が あるが,両 者 の前後関係 を記述 その もの か らに

わかに判断す ることはで きない。 いずれ の記述 にも多かれ少なかれ未整理 な点 が目に

つ く。 ポ・一・・ランド語版(以 下 「ポ版」 と略)に は"Gramatyczne uwagi o .jgzyku

Orok6w"(=Grammatical remarks concerning the language of Orok)の 表 題 が

ある。 本文の頁数 は 原資料の コピーだけか らで は不明確な点 もあるが,ポ 版 は27頁

(あ るいは25頁? 後 述 参照),露 版(一 ロシア語版)は24頁(と もに一頁あた りお

おむね15行 前 後)と いう短 いものである。 は じめに音 についての概略があ り,続 いて

オ ロッコ語 とオルチ ャ語 の差異 に関する所見 が述べ られたあ と,品 詞別 に形態論的概

略が行 なわれてい る。統語論 に関 しては各 品詞論 の中で断片 的にふれ られ る以外,と

りたてて論 じられてはいない。

 以 下 では,主 としてポ版 の記述 にそ って内容 をかいつ まんで紹介 し,今 日知 られて

い るオ ロッコ語(主 と して池上[1980,1985]に よ る語形 を 〈 〉内に入れ て示す;澗

潟[1981]に よ る語形 は特 にMを 付 す)と の比較検討を行 ないたい。 以下,各 節 の

番号および一部のタ イ トルは筆者 が便宜的 に付 した ものであ る。

*北 海道大学文学部 本館共同研究員
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記述の概要とその検討

1.音 論

 は じめに次 のような形 で音 の一覧が示 さ れ る(原 資料 では大文字;「 」 内は ピウ

スッキ自身 の注記 による):

  a,b, c, v C, d, e「 語 頭まれ」,¢ 「eとyの 中間」, f「 語 頭まれ, uの 前 のみ」,9,

 h,x「 喉 音」, i,j, k, k「 喉 音」,1「 語 頭まれ」,}, m, n,η, o, p, r「 ま れ,語 頭は

 外来語 のみ」,s, v rS「ロ シア語外来語 のみ」, t, u, y, v「 まれ」, z,5「dz」,翠 「彪,

 まれ 」rw「 英 語のw」 。

これ らのうち,cとv C.は/こ/,霊 と3と 翠は1j1,1と}は/1/, fとhとxは/x/,

kとkは/k/に そ れぞれ該 当す る。 このように同一音素 に対す る過度の音声的区別が

み られ るが(も っとも 翠,},kな ど で表記 された例 はきわめてまれである),た とえ ば

前三者 などは明 らかにポーラ ンド語の影響 によるものであろう。す なわ ちそれぞ れポ

ーラン ド語字母のc -, C
, , z-z一蛯ｨ よび1-1の 区別 に対応 している。 ¢は実際 の表

記例が見 当 らないが,他 の母音音素の異 音 と思われ る。yは やはりポーラン ド語字母

を反映 す る表記で(ロ シア語blに 対応),/9/に 該 当す る。 wに 対す る注記 も,ポ ー

ラ ンド語 のw[v,f]を 念 頭 においたものであろ う。 ただ し/w/に 対 してはむ しろv

の表記がめだつ。

 この一覧以 外に も実際 の記述 中では子音字の上または右肩 に'の 符号 をつけて口蓋

化 した異音が示 され ることがあ る。 ただ しn'で 示 された ものの一部 は ノnノに該 当す

る。また母音音素/θ/を 表わす特定の字母 を欠 いて おり,uま たはo,ま れ にyと 混

用 されてい る。 もっともこの点で は今 日の ソ連人研究者 による表記[nETPOBA 1967;

uliHL(13YC li Ap.1975,1977]も 同様 である[c£ 津 曲 1980]。

2. オル チ ャ語 とオ ロ ッコ語 の差 異 に関す る注 記

 は じめ にも述べた ように ピウスツキは,ッ ングース語 と してはオ ロ ッコ語の ほか に,

そ れときわめて近 い関係 にあ るオルチ ャ語の調査 ・記述 も行な ってお り,両 者の類似

と相違 に注意が向 くのは当然 ともいえる。以下6か 条 にわた って述べ られる所見 は,

しか しなが ら,文 法 その ものに関するものではな く,は じめの4つ は音 に関す る問題,

残 り2つ は語 の借用 に関す る問題 である。なお以下 の引用 は必ず しも忠実な訳で はな

く,ポ 版 ・露版両者 の内容を汲んだ ものである。 語例 中オ ロ ッコ語 はOk,オ ル チ ャ
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語 はOlと 略 して示す。

  1) オ ロ ッコ語 はオル チ ャ語よ りhを 多用 す る。 これ はギ リヤーク語 の 影 響 と

   思 わ れ る:

   例:《 暑 い》  Ol. pykuli Ok. hykuli<xakkuuli>

     《ア イヌ人》 01.kui Ok. kui, kuhi〈kuuji>

     《盗 人》   OI.ごovo  Ok, coho

少 な くとも今 日の両言語 をみる限 り,/x!の 頻 度 に関 して特 に大 きな相違があ るとは

言 えない し,そ こにギ リヤーク語の影響 があったか どうか も定 かではない。ただ しピ

ウスツキの表記す る母 音間 のhの うちあるもの については,今 日よ り前 の古 い 形を

反映 している可能性 のある ことが 指摘 されている[IKEGAMI l985]。 第 二例 につい

てギ リヤーク語xyyH《 同》[CAB瑚bEBA H TAKCAMH l970】 参 照。第三例 について

は,澗 潟[1981]にc�o《 鉤》 とい う語が あり,そ の動詞形c�olo一 が 《ひ っか け

る》 のほか 《盗む》 の意を有 して いるのが注意 され る。

  2) オ ロ ッコ語 にはオル チャ語(お よびギ リヤ0ク 語一露版 のみ)よ り子音群が

   多 い:

   例:《 アムール川》Ol. Mangu Ok. Mangbu〈maりbuオ ル チ ャ人〉

     《悪 い》       01.ork'e   Ok. or忌k'e〈orki>

両 言 語 は音節構造 上差異 はな く,語 頭 ・語末 に子音群 は立たず語 中の子 音連続 もふつ

う二 つまでであ り,そ れ も特 にオ ロッコ語 の方 が頻度 が高 いということはない。例で

は0見 オ ロッコ語が三つの子 音連続を もつかのよ うであるが,音 韻的には 〈 〉 内に

示 したよ うにや はり二子音の連続 と解釈 され る。 後者 はkの 前で無声 化 したrがV S

の よ うな響 きを伴な うのを忠実 に写 した ものである。 なお露版で はギ リヤー ク語 も引

合いに出されているが,子 音群 に関 していえばむ しろギ リヤーク語の方 がは るかに豊

富 といえよ う。

  3) オ ロ ッコ語 はbを 避け る:

   例:《 ひげ》01.budakta Ok. gudakta〈id.〉

これ も一般的 な傾向 と しては認 めがた く,た またま上 の例 でそのような対応 関係 がみ

られ るにす ぎないと思われ る。 しか しこれ に関連 して,オ ロ ッコ語 にgumasikka《 お

金》 とい う語 があ り(た だ しピウスツキの資料ではbumaskaと して 現われ る),ロ

シア語6yMa}KKa《 紙 幣》 の借用語 とされてい る[UHHロHyc I3双P.1975]の が想起

され る。その点 では検 討 に値する興味深 い指摘 といえよ う。

  4) ア ク セ ン ト(露 版 では"yAapexxe")は オ ルチ ャ語 では末尾音節,オ ロッコ
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           しか も重要な指摘 であるといえ る。オルチ ャ語 のアクセ ン ト

が一般 に末尾音節 にあることは 後にP.Schmidt[1923]やT. H, neTpoBa[1936]

も認 めるところであ る。 オ ロッコ語 については,一 般 にう しろか ら二 番 目 のモ ーラ

(そ こが音節主音でない ときはその前の音節主音 のモーラ)に 高 さの山がある[津 曲

1983]。 ピ ウス ツキはすで にこのよ うな一般化 に近づいてお り,彼 のオロ ッコ語 資料

全般 におよぶ アクセ ン ト表記 もこの一般化 にかな りよ く添 うもので あるとい うことが

できる[c£TsuMAGARI l985a]。 上 例(例 数を大幅に減 らし,順 番 も入れかえた)

に もその一端 は うかがえ よう。ただ し最後 の三例のよ うに,特 に重子音の前や二 重母

音 ・長母音を含 む音節などにアクセン トを誤記 した例 も少 な くない。

  5) オ ロ ッコ語 には少なか らずギ リヤーク語(=GDか らの借用語がある:

   例:《 くさい》Ol. vaksi Ok, noxk'e〈M. nokk�> Gl. noxondra

     《波 》   Ol. vata  Ok, Iata〈laata>  Gl, lars

     《板 》   Ol. xoldokso  Ok kalumur〈kalumuri>  Gl. kalimyr首

第 一例 ・第二例 のオ ロッコ語 については語形の相違や他 のツ ングース諸語 との共 通性

な どか らみて,必 ず しもギ リヤーク語 か らの借用語 とは断定 できない。その点 第三例

はツングース諸語 中,オ ロ ッコ語だけが有す る語であ り,形 も似 ていることか ら,ギ

リヤ ーク語起源 とみてよか ろう。

  6)オ ロ ッコ語 には少なか らず ロシア語か らの借用語 がある:

   例:《 散弾》OI・sasa Ok. drob〈doroopu>

     《頭 布》 Ol. punku  Ok. bl縟o〈bilaatu>

そ れ ぞれ ロシア語 八po6, n澱TOKか らの借用であ るが,今 日われ われ に知 られている

形 よりむ しろ原語 に近 い形を している。 ただ し厳密にい うと第二例 は語 頭 音 か らみ

て,ロ シア語 か ら直接入 った ものか どうか疑問が ある。た とえば語頭 にPを もたない

   語 で はそれよ り前 におかれ る:

   例:《 金持の》  Ol. baj�  Ok. b勾a〈b勾a>

     《金》    01.ais� Ok.勾si〈疂si>

     《釘》     OL tukp�  Ok. t丘kpy〈t丘kp9>

     《少 女》    01.patal�  Ok. pat疝a〈pat疝a>

     《火 をつ けろ》 01.ivan丘  Ok. iv疣u〈iw疣u>

     《貧 しい》  01.d'Obl Ok.琴6bbi〈jobb馥>

     《紙 》   Ol.訟usalf Ok. x疼sal〈xaus疝i>

     《か わ うそ》  Ol. mud�  Ok. m棈ua〈meed彅a>

これ は基本的 に正 しい,
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ヤ クー ト語 に入 った形が他の ツングース語 を介 して流入 してきた可 能 性 も あ る[c£

LjxxuHYC H uP.1975]。 いずれ にせ よオ ロッコ語 に ロシア語起 源の単語が あるのは

事実 であ るが,オ ル チャ語 と比べて多寡を論ず るのはそ う簡単な ことではない。 しか

し両言語に じかに接 した ピゥスツキの経験か ら出た ことばである以上,上 述 の他の所

見 ともども,当 時の言語状況 に対す る数少 ない証言 と して耳を傾 けるべきであろう。

 な おポ版では これ らの記述 に続 いて,露 版 にはない二頁分の短 い記述 がある。内容

は音 に関す る注記 のようであるが,前 後のつなが りもな く,走 り書 きに近 い もの であ

り,そ の うえ用い られて いる紙 も他 と異な る らしいことなどからみて,本 来 この位置

にあるべ きものかどうか疑 わ しい。

3. 文 法 的注記

3.1名 詞

1)性

 は じめ に性の(形 態的)区 別 はないことが述べ られ,動 物の性別 を区別す る際 には

xus'e〈xusa男 〉-ykty〈aakta女 〉 またはamina〈id.雄 〉-yniny〈anina雌 〉 が前

置されることがい くつかの例 と共 に示 され る。 さ らに動物 によっては特別の形を もつ

ものがあ るとして,三 組の例 をあげる:ninda《(雄)犬 》〈ηinda犬(一 般)〉-ivyci

《雌 犬》〈iwQこQ>, haxta ula《 雄 トナカイ》〈xakta(ulaa)〉-nami ula《 雌 トナカイ》

〈nami(ulaa)〉, ahi sipy《 雄 の黒 》 〈M. ai蓉δPg牡 の (古 語)〉-uery sipy《 雌

の黒 》 〈?〉。

2)複 数

 この項 の記述はあまり整理 されていな いが,名 詞はそのままの形で 複 数 を 表 わ し

う る こ と(uilta《 ウイルタ人(単 ・複)》 〈id.〉, inyni《 日》-tunda inyni《5日 》

<tunda inoUi>),名 詞 によっては特別 の複数形 があること(putty《 子供》〈putt9>一

複puril～pury1〈puril>)力 弐正 しく指摘 されて いる。 しか し人称形 とあわせて論 じら

れているための混乱 などもあ って,一 般 的な複数接尾辞 〈-1～-sal>を 明 確 に分析 す る

には至 っていないよ うで ある:ulinga ula《 良 い トナカイ》〈uliηga ulaa>一 複ulinga

mali ula〈-maliは 「～ だけ,ば か り」 を意味する複数 とは別 の語尾〉-mini ulalbi

《私 の トナカイ(複)》 〈mini ulaa-1-bi>。

3)格 変 化

 こ こで はあげ られている格 の種類 ・順序か らみて,ポ ーラ ンド語の格体系をあては

めた もの であ ることが明 白である。
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 ① 生格:「 特別 な形はな く,関 係 す る語の前に立 つ」 とされ る:mini agbi ulani

《私 の兄の トナカイ》〈min-i aag・bi ulaa・ni>,duxu ydyni《 家 の主人》〈duxu gd9-ni>。

実際 には上 の 〈min。i私 の〉 のよ うに1・2人 称代 名詞にのみ属格形の存在 が認 め ら

れ,一 般 には後続 する被限定語が先行語に一致 した人称語尾(動 物や物の場合 は3単

一ni)を と ることによ って限定 ・所属 関係 が表わ され るが
,そ の ような形 での言 明 は

ない。

 ② 与格:こ こであげ られてい るのは実際には方向格 《～ の方へ》の例ばか りであり,

本 来の与格 は後述の 「前置格」 の一 つ として 現 わ れ る。 ポー ラン ド語や ロシァ語 の

「与格」的意味にあた るのはむ しろこの方向格 であ るか ら,こ の格 がと りあげ られ る

こと自体 は問題 ないが,難 を いえ ばふつ うの形 〈-tai>と 再帰人 称形 〈-takki自 分 の

～へ〉 とが区別 な く列挙 されている:ula-taj～ula-takki《 トナカイへ》〈ulaa-taiト

ナ カイへ・uiaa-takki自 分 の トナカイへ〉。 なおbuju《 熊 》〈beje>の 「複数与格」

と して あげ られているb吋uηul-tekki〈beje一 りu-1-tgkki自 分 の熊(複)へ 〉 には,「 譲

渡可 能」な所有 関係を表わす接尾 辞 〈・りU>を 見出す ことができる。 この接尾舞 に 関

する言及 は彼 の文法記述 中には見 出されないが,今 日の調査で もた とえば 〈ulaaト

ナ カイ〉 のような家畜には この接尾辞 は付かず(上 の``ula-takki"参 照),野 生 動物

には付 くことが確認 されて いる。

 ③ 対格:語 尾 一ba,-va,-VOに よ って表わす とされて いる:saηna《 タバ コ》一一saη・

namba《 タバ コを》〈id・〉, mu-vo《 水 を》〈moo-wo>。 実 際には対格語尾 は語幹の形

によ って融合 することが あるが(た とえば くuto《戸 口》+bg→uttaa《 戸 口を》〉のよ

うに),そ れ についてはふれ られ ていない。

 ④ 造格(道 具格):語 尾 一3iに よ るとされ る:kucihen3i《 ナ イフで》〈kucigan ji>,

3'olo3i《 石 で》〈jolo 1i>。

 ⑤ 前 置格:こ こではオ ロッコ語の種 々の位置関係 を表 わす格が並 べ られて いる。 こ

れ らはポー ランド語 や ロシア語で はお おむね前置詞(+前 置格)に よって示 され るた

め 「前 置格」の もとに0括 された ものであ る(た だ し 「前置格」 とい う呼 称 は 露 版

にのみみえる)=na-du《 地 面 に》〈naa-du与 格 〉, Onor-du《 オ ノル(地 名)か ら》

〈Onor-duu奪 格〉, namu-1a《 海 に》〈id.場 所 格〉, ugda uv'ek'eni《 舟 を通 して》

〈ugda uwwee-kkee・ni舟 の 上を通 って;沿 格〉。

 ⑥ 呼格:名 詞 によっては短縮 された形が(呼 格のよ うに)使 われ ると して次 の例を

あげ る:mam當'a《 老 婆》<M・mam緜a>-mama《 婆 さん!》 〈mama老 婆 〉。 しか

しなが ら呼びか けは一般 にイ ン トネー ションによって示 され るのであ り(上 例 のアク
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セ ン ト符号参照),必 ず しも語形 の短縮を伴な うわけではない し,ま してそれを格 の

一 つ とみなす ことは適 切ではない
。

3,2形 容 詞

 形容詞 に関 してまず,常 に名詞 に先行す ること,派 生形容詞 と非派生形容詞があ る

こと,名 詞の(自 然)性 による区別のない ことが例 と共 に述べ られる。次 に形容詞の

「複数形語尾」 と して 一maliが あ げ られているが,上 に も述 べたように(本 稿 3・1:

2)参 照),語 尾 の意味 に対す る誤解 があ る:mini ulalbi sag3isalmali isivaci《 私 の年

とった トナカイ(複)が 来 た》〈mini ulaa-1-bi sagji-sal-mali isu-xa-6i→ 私 の トナカ

イ(複)は 年寄 り(複)だ け戻 って来た〉。 ここでは複数を表わ しているのは 一mali

で は な く 一sa1で あ り,し か もその語幹は名詞化 されているとみ るべ きである。

 さ らに比較表現 につ いて,「 比較級」 は語尾 一duma,「 最 上級」 は小詞3in〈M. zin

非 常 に,一 番〉 の前 置によることが述べ られ る。 このよ うな と らえ方 は た と え ば

neTpoBa[1967]に もみえ るが,特 に 〈-duma>に つ いては本来 《～ の方》 を表わす

語尾であ り,比 較表現 に必須の要素ではない。む しろ形容詞 はそのままの形 で も,比

較の対象 《～ より》が道具格 〈ji>で 示 され ることによ り比較表現が成 りたつのであ

るが,残 念 なが らその ことを示すよ うな説明 も例文 もない。

3.3代 名 詞

 こ こではまず1・2・3人 称代名詞の主格形 ・与 格 形(実 際には方向格形)・ 対格

形 が一覧表の形 で示 される。3人 称 と してあげ られているのは(「 与格形」 を除 き)

指 示代名詞であ るが,こ れはむ しろオ ロッコ語 の実状 に則 している。 「所有代 名詞」

としてSini 3'eSi《君 の仲間》〈Sini jee-Si>の よ うな例があが っているが,す でに名詞

複数形の項で一覧 してい るため,と りあげ方 も断片 的である うえ,sini 3'esi asisi《君

の仲間の妻》〈→sini jee-si asi・ηわ のよ うな誤 りもみ られる。

 疑 問代名詞 と してxaj～haj〈xai何 〉,η雨 〈ηui誰 〉が例文 の形で示 され る。 特 に

後者 が動物 を指 しえ ない点で ポー ラン ド語kto(お よ び ロシア語KTO)と 異 な ること

に も注意が向け られて いる:xaj sindaxaniha?「 動 物 について」〈xai sinda-  . xa-ni-ga

何 が来 たか〉一η吋sindaxaniha?「 人 間 につ いて」 〈ηui sinda-xa・ni・ga誰 が来 たか〉

(ポ ーラン ド語 ではど ちらもktoで 訳 され るため 「 」内の注記がある)。

 他 に不定代 名詞xajvada〈xai-wa-ddaa何 も,何 か(対 格)〉,り 吋vydy〈 りui。wa-

ddg9誰 も,誰 か(対 格)〉,お よび指示代名詞yri〈ariこ れ,こ の〉な どがあげ られ

ている。

3。4 数詞
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 最 初 に 「人,犬,魚, 一 一 般 に動物  も物 も同 じ数え方 をす る」 とある。 こ

とさ らにこのよ うな注記 をす る背景 には,お そ らくギ リヤーク語 で対象 によ って数詞

の形が異な ることが念頭 にあ った もの と思 われ る。続 いて列挙 される基数詞は,表 記

上 の細かな異 同を除 けば,今 日知 られている形 とよ く一致 する。た だ し大 きな数 では,

agduma tumy《 十万》〈→Joon tum9;aagdumaは 《兄 の方,年 長》の意〉, urut

《百 万》〈?〉 の ような特異な形 もみえる。

 回 数詞 と して 〈geedara 1回, deere 2回, ilaalta 3回, jiilt94回 … …〉に該 当

する形 があげ られて いるが,い ずれ も後 にbyltajと い う,強 調のための,本 来不必

要 な語 を伴 なって いる 〈bultai一 所 懸命,大 いに;c£geedara bultai一 遍1こ,急 に〉。

3.5 動 詞

 動 詞の活用は語幹 に種 々の動詞語尾 が付 くことによ って行 なわれるが,活 用語尾の

豊 富さに加えて人称変化 もあ り,ま た語尾 によって は語幹 との融合 などもあ るため,

か な り複雑である。 ピウスッキの記述 も動詞 に関 して は,お おむね個 々の動詞 ご とに

短 い文例 とその訳 を未整理の まま列挙するにとどま ってお り,分 析的 ・体系 的である

とはいえない し,い くつかの誤 りも含 まれて いる。 ここではあ らか じめ活用形をその

機能によ り,1)文 末 形,2)副 動 詞形,3)形 動 詞形 に分 けて,そ れぞれ に該当する

形を彼の文例 中か ら適宜 拾 うことに したい。

1)文 末形

 ① 現在形:例 と してた とえばvary-〈waa-ri一 獲 る〉, depci〈dgPd一 食 べ る〉等の

人称変化形があげ られ る。 この うち2単 の形 とされてい るvaru, deptuは 実 際には

命令形である 〈waa-ru獲 れ, dgptu食 べ ろ;2単 はwaa-ri-si, dgPごi-si>。 ま た1

複 ・2複 でそれぞれv縣u, vas'u(露 版 ではB緜y)と あ るのは,過 去形 〈waa-xa-pu

私達 が獲 った,waa-xa-su君 達 が獲 った(-xaの 子 音 は弱 い有声摩擦音 とな ることが

ある)〉 を誤 って ここに入れた もの と思われ る(現 在形 は 〈waa-ri-pu, waa-ri-su>)。

3複 の形 も本来な ら 〈waa・ri一ごi彼 らが獲 る〉であ るが, vac'6ciと あ る 〈おそ らく,

waa jiccee・ ごi彼 らが獲 るつ もりだ〉。

 ② 過去形:doromoci-〈doromo-ci一 盗 んだ〉, aoxa-〈au。xa一 眠 った〉等 の例が見

出 され る。 ここで もた とえば 《彼は眠 った》 の訳に対 して,現 在形aOrini〈aU-ri-ni

彼 は眠 る;過 去形 な らau-xa-ni>を あ げるような混同がみ られ る。

 ③ 命令形:上 述の2単 現在形 と誤 ってあげ られた もののほか,た とえ ばulusu〈ole-

SU煮 ろ〉, tyry〈taa・ru坐 れ 〉等が命令形 と してあげ られてい る。 なお2複 現在形は

勧誘の意を もつ ことがあるが,そ の例 としてakpan3is'u《 寝 よう》 〈akpanj i-su>,
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saりnamba ummis'u《 タバ コを吸 おう》〈saηnam-ba ummi・su>な ど もみえ る。

 ④ 否定形:否 定動詞現在形 と して,ysivi buru〈a・si-wi bθe-re私 は与えない〉 の

よ うな例 もみえ るが,Y31一 と した例 も多 い:y5ivi depte〈a-si-wi dapta私 は食べな

い〉。ちなみ にy3i depcivi《 私 は食べな い》 とい う形 も並記 されてい るが,こ のよう

な言 し}方は少 な くとも今 日のオ ロッコ語 では一般的で はない。過去形 の例と して は,

ycimbi doromosi〈oδ δim-bi'doromo・si私 は盗 まなか った〉等。 「禁止」 の表現 と し

てy3i doromosi《 盗 むな》〈瓠jee doromo-si>等 。 さらに否定 副詞の使用例 もみえ

る:ycili itymi〈oδ ごeemttoo・mi私 はまだ見てない〉。

2) 副動 詞形

 完 了副動 詞の複数形 〈-ga面eeri～ してか ら〉 の例がい くつか 見 出される:is'uxa-

tciri〈isu- v v gacceeri帰 ってか ら〉, xo3iha-c'eri〈x(オi-gacceeri終 わ ってか ら〉, dyp-

tuje-c'eri〈dgptu・gacceeri食 べ てか ら〉。・このよ うに語尾の頭子音9の 表記はま ちま

ちだが,む しろ実際の発音 に忠実 であ るともみ られ る[c£IKEGAMI l985b]。 た だ

しtyry-ciri《 起 きてか ら》 とあるのは 〈to9-gacceeri>の 何 らかの誤 りであろ う。 ま

たis'uxat-ciri dyrukpixymbi《 私 は帰 って休んだ》 は,本 来な ら単数形 。ga66iが 期

待 され るところである 〈isu-gacci darukpi-xgm-bi>。

 副 動詞の例 として は他 に不完了条件形 く一rai～ す るな ら(語 幹 との融合でかな り形

が変わ る)〉 の例がみ られ るのみである:tugdyni ysipu gynny《 雨 が降れ ば私達 は

行かない》<tugdaaji-ni 9-si-puη9nn99>, ysi hyni tugdy gynny《 雨 が降 らなければ

私達は行 く》〈→3311-ni tugdggηonnee-pu>。

3) 形 動 詞

 文 末形 として とりあげた,現 在<-ri～-si>,過 去 〈-xa～ ・6i>等 は実際 には形動 詞

語尾 であ り,名 詞を修飾す ることもで きるが,そ の使用例 はあが っていない。わずか

にulupula s'undata〈ele-pulg suudatta煮 え た魚〉, pusiktu 3ili〈pusi・ktu Jili刈

った頭〉のよ うな形を拾 うことがで きる。 また形動 詞が与格語尾 をとって副動 詞的に

用い られた例 と して,ysi itecidupu mo tuxyni《 今,君 達 は(露 版 では 「私達 は」)

木 が倒れたのを見た》〈asi itacci-du-pu moo tuu-xa-ni→ 今,私 達が見てい るときに

木 が倒れた〉。

3.6 副 詞

 疑 問副 詞 として,x�i《 どのよ うに》〈xooni>, xajdu《 ど こに》〈xaidu>, xali《 い

つ》〈xaali>な ど と並ん で, sado《 ど こに》〈M. sadu>, xajbu《 な ぜ》〈?c£xaimi

な ぜ 〉,xoty《 ど こへ》〈?〉, nuulu《 ど こへ》〈?・〉のよ うな形 もあがって いる。 場
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所 に関す る副詞(jedu《 こ こ》<jgdu>, cado《 あ そ こ》〈cadu>, to・tadu《 む こう》

<tootodu>, ta-tari《 ず っとむ こう》<taatari>),数 量 に関す る副詞(oi《 少 し》〈id.〉,

bara《 た くさん》〈id・〉, xasu《 い くつ》〈id.〉)が これに続 く。他 にxamarepi《 う し

ろに》〈xamarree-pi自 分 の うしろを〉, attandali《 背後 で》<attan-dulli自 分 の背

後で〉 のよ うな名詞の再帰格語尾形,pos'《 通 して》〈M pos貫 いて,一 気 に〉 およ

びi《 はい》〈ii>, ana《 い いえ》〈anaa>の よ うな間投 詞的な語 もあげ られてい る。

3.7 接続 詞

 並 列的な接続詞 に類する ものと してky《 と,も 》を分析 してい る:si ky bi ky《 君

も私 も》<siikkaa biikkaa>。 従 属接続詞 にあたる ものはないが,か わ りに完了 の条件

副動詞 〈-pee～ した ら〉 を含む例文をあげている:xalidda Onor-la ysiup'e xuda-

sipu bo《 オ ノルに来 たとき,私 達 は買お う》 〈xaaliddaa Onor-lo isu-pee xudassi-

pu buuい つ か オノルに戻 った ら,私 達 は商いを しよう(～ 売 ろう)〉。

3.8 間 投 詞

 最 後に 「間投 詞」 と して(た だ しこのタ イ トルおよび前節の 「接続詞」の タイ トル

は露版のみ),犬 や トナカイへ のか け声の例 が示 されて いる:kaj-kaj〈M. k緤 k緤道

を曲がれ(犬 ぞ りの先導犬 に対する命令)〉,c�・cok-cok〈M. cδk c6kト ナ カイを

呼び寄せ る叫 び声〉。 このような語が正 しく記録 され,し か も後 の資料か らもその伝

承 が確認 され る意義 は大 きい。

 疑 問文の文末詞 一ha, J《 ～ か?》 〈・ga(疑 問 詞と共 に);-i～ji(Yes-No疑 問文

に)〉 もここで示 されている:η 両ulani-ha《 誰 の トナカイか?》 〈りui ulaa-ni・ga>,

si xujs'esi bara-」 《君の食料 は多 いか?》<sii xuisa-si bara-i>。

お わ り に

 以上簡単にみてきたところか ら了解されるように,ピ ウスツキの記述は決してオロ

ッコ語の文法的事実を十分な分析のもとに体系的に網羅 したものとはいえない。むし

ろ随所に母語の枠組を先行 させて,そ れにあてはまる形を未分析のまま羅列 した感を

否めない。 しか しながら,こ の記述が今世紀初頭という早い時期に短期間の調査で,

しかも大量の語彙とテキス トの採集をも伴なって行なわれたことを考慮すれば,彼 が

卓越 したフィール ド・ワーカーであったことは明白であり,そ の分析はむしろわれわ

れに残された課題というべきであろう。その意味でこの文法記述 もまた,彼 の残 した

他の多 くの業績 と共に,さ らに綿密な再評価がなされてしかるべきである。本稿はそ
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の不完全な試みにすぎないが,そ の中にも,今 日的な目で見た欠点を補 って余りある

評価すべき点の少なくないことを示 しえたと思われる。

 *本 稿 は,1984年12月15日 大阪 ・国立民族学博物館で行なわれたピウスツキ総合科研研究会で

の口頭発表に手を加えたものである。基礎資料としてA.F.マ イエヴィチ教授による原資料から

のタイプ原稿とポーランド語の英訳を利用させていただいたことに対し,同 教授に感謝する。た

だし本稿での引用にあたっては原資料のコピーによって確認を行なった。したがって引用上の誤

りはすべて筆者に帰する。口頭発表の際はオロッコ語の引用は露版のロシァ字つづりによったが,

本稿ではポ版のローマ字表記を用いた。ただしアクセント符号は特に必要でない限り省略した。

オロッコ語の分析にあたっては,池 上二良先生の著述[特 にIKEGAM・1956,1959]に 負 うとこ

ろがきわめて大きい。また同先生には口頭発表の際の配布資料をご覧いただき,い くつかの貴重

なご指摘を賜わった。あわせて心から謝意を表 したい。さらに露版の記述の一部について灰谷慶

三先生からご教示を得たことを記して謝意を表す。なおピウスツキの未刊資料の概要につ いて

MAJEwlcz[1985a],ツ ングース語資料についてはIKEGAMI[1985],特 にオロッコ語語彙をとり

あげたものとしてTsuMAGARI[1985a]を それぞれ参照されたい。 またオロッコ語の文法概略と

してTSUMAGARI[1985b]も あわせて参照されたい。 さらに露版の文法記述とテキストのタイプ

原稿がMAJEwlcz[1985b]と して刊行されたことを付記する。
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